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工学研究科学生の英語力と教育

三ケ田 均

平成27年度大学院教育制度委員会

国際化対応ワーキンググループ主査

語論文に触れている。そのため.TOEFLITP試験において茶話の読解

カ（Reading）で最も高得点をあげている。ただし全国平均と比較して

も．聴解（Listening）および文法（Structure）における得点が低い。更

に．比較のため，平成26年度および27年度に国際高等教育院で実施さ

れたTOEFL-ITP試験の工学部学生の成績を分布で比較した結巣が

図1である。今回の工学研究科のデータは絡グラフで、．国際高等教育院

からご提供し、ただいた平成26年度および27年度の工学部入学者のデー

タは折れ線グラフで、示してある。工学部学生の入学直後の成績に．平成

26年度と27年度で大きな変化は認められない。しかしながら，平成261j::

国際交流の手段として，世界的には英語が共通言認として認識され

る。研究成巣も．理科系分野では目国際会議の場で口頭発表し国際的

な雑誌や論文集において英文で‘発表することが普通である。日本経済団

体連合会（経団連）が．平成26年4月15日に公表した「次代を担う人材育

成に向けて求められる教育改革Jにおいて初等～i:1：’等教育ーとし、う教育課

程の早い段階での英語教育の導入を提言した背奴には．学生が将来活

躍する実業界における急速な国際化がある。大学院教育を修了した学

生には英語コミュニケーションカ（英語で業務が進められる能力）が期待

されている（加藤.2009）。以上の背京の中，京都大学大学院工学研究

科大学院生の茶話カを探る目的で.2015年7月から9月の間に．修士諜程

会新入生を対象としてTOEFL-ITP一斉試験を実施した。ニューズレタ

ーの紙面をお伯りしその結果について報告したし、。

TOEFL-ITP試験は．国際教育交換協議会（CIEE）日本代表部が実

施してしも。CIEEの公表している平成26年にTOEFL-ITP試験を？受験

した全大学院生の平均点と本学工学研究科新入生の平均点の比較を

表lにまとめた。工学研究手｜の学生は大学院進学後．おそらく日常的に英

区分
全国大学院生
（平成26年度）

受験者数 5842人

聴解 48.66 

文法 51.18 

話t総 51.42 

総合点 506.02 

表l TOEFL-ITPI戊絞

工学研究科
（平成27年度）
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1支新入生の入学後1年後の成績は．有JJ：な得点低下を示している。工学

研究科新入生の得点分布は 平成26年度学部生のどの成主主よりさらに

下方に位置している。ただし岡崎に，文部科学：省（2002）が中等教育に携

わる英語教員に要求している550点を超える成績を収めた学生が全体の

l制ほど存在する。この点数は．かつて米国の大学院進学に必姿である

といわれており，留学なとやを目棋に学古II在学中に自助努力で英語を学習

してきた学生のものではないかと考えられる。

団地里子・水光（2005）は．大学生・大学院生の茶話を悶2のように分類

している。図中EGPは高校卒業までに股修する英詩であり.TOEFL-ITP 

で要求される英語はEAPまでを含んでいる。研究科で実施した

TOEFL-ITP一斉試験の成績は，学生がEAPの修得不十分な状態で

ありながら．論文や学会発表などでは．必要となるESAPを使おうとしてい

ることを物語っているのかもしれない。少なくとも今後の国際交流促進の

ためには，学生がEAPに触れる機会を．可能な！浪り附加させる必要があ

る。このEAP修得の機会増加のため，非英語闘のヨーロッパ各国を中心

にE司令一教育機関の授業の英語化が広がった。しかしながら．手探りで開

JTOEFL-ITP得点分布｜ 圃圃圃H27工学研究科入学者

ー－H26工学部入学者（4月）

ー－H26工学部入学者（2月）

ー－ •H27工学部入学者（4月）
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平成26年度および27年度に実施されたTOEFL-ITP試験の成績分布。工学部
学生の成績は．国際高等教育院から提供を受けた。縦中'111は人数頻度を．検制Iiは
得点を示している（TOEFL-ITPは677点満点）。



i字書事・大学説専門曜掲｜全学共通科毘英筒

牟点線iま連続体を示す．

堕12 大学および大字i'ltで修f与を求められる英語の分節（III地ill／－・水
光 2Cc5）。

始された試みであったこの英語化により実は教育の質が必ずしも保た

れなかった事実が指摘されている（Dearden.2014）。こうした経験から！

現在では英語を手段としてJ/jいるEM!(English as a Medium of 

Instruction）やCLIL(Content and Language Integrated 

Learning）などの教育手法の研究も進み日本を含む手H起訴指｜の世界

での教育現場への導入も開始されている（Dearden.2014）。

日’，，＼・生活で全く英語を使JTJする必要のないEFL(English as a For 

eign Language）聞である日本であるからこそ国際化のためには学生

のEGP強化とEAP修得を促進する必姿がある。大学という教育のif，で
何らかのEAP教育手法導入を検討する日はそう泣くない未来に訪れる

かもしれない。
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大学院生の海外渡航

工学研究科国際交流委員会

平成23年度から26年

度（27年度は現右集計 表学生渡航数の推移（のベ人）

中）までの語学研修を除

く海外波航者数の推移を

表に示す。平成21年度

から241['JJ[にかけ工学

研究手｜では2刊の「組織

的なfi手研究者等海外

派illプログラムjが採択され，J,H手＂f'J立となる平成24年に特に増加したこ

とが窺える0Jalプログラムでは三カ年に合;i・204名の火学院生が波航して

いる。平成27年度修士課税に進学した学生616，叶こ尖施したアンケーl

から。留学を希望する学生は全体の25%にとどまっているが，英語力を1'i'

ばしたいとする学生は実に全体の8）%に達することが判明した。多くが主l

会での英語;JJの必'llf悼を認識している。海外渡航した学生が最先端の

研究者と ~Jl珪琢憎し協同・協制することは工学研究科ー工学部の「基

礎研究をif(視して環境と刻午IIのとれた科学技術の発肢を先導するととも

に、i'iil立の），＼（／＂］能力と自 I］造性、ならびに抜かな教主主と商い倫理官lを兼ね

備えた人材を育成することをめざす」とする人材育成コンセプトとも合致

するだけでなく。政航者のEAP/ESPのiE力l••I上に大きく干~：与すると考え

られる。各研究主主において，1可iも協働で迷也ーされている「トピタテl間学

JAPAN」，民間主導のVULCANUS.京都大学独自の「ジョン万プログラ

ムJなとPへの獄桜的な応募を促すとともに学生の波航を促す競争的資

金のj盟符やプロジェクトの！確保そして研究室単位で陸11：出会議や海外研

究機関への学生派浩人数をi円/Jiiさせることが教育よ望ましいと考えられ

る。また工学研究科としても，海外のユミ学との学術交流協定や学＇ I，交流

協定の締結を促進し苧生が波航しやすい環境づくりに努めることが必

要である。

年度 大学院生 2週間以上

23 430 103 

24 6(6 144 

25 555 120 

26 534 130 



MIT留学体験記

堀義宗

化学工学専攻博士後期諜程1年

荘、は6月から9月のJMJの3ヶ月間、MassachusettsInstitute of Tech-

nology (MIT）のRutledgegroupで‘Visitingstudentとして、共同研

究のテーマであるPolyhedraloligomeric silsesquioxane oligomerの

熱力特性に関するシミュレーションを行っていました。本掲載ではMITて、

の日々の研究生活を通して感じたことについて報告させていただきます。

MITは米国東海岸のCambridgeにある工科大学です。近辺にハー

バード大学やボストン大学がある学生の多い地域に立地しているため学

生として生活するにはとても住み良い場所でした。学内では世界中から

集った学者や学生が日々研究に粉をIL＼しています。私が居た研究室でも

アメリカ閣内はもちろんアジア圏では中園、韓国、インド、ヨーロッパ圏て祉は

ドイツやギリシャ出身の研究者が出入りする環境となっていました。そんな

環境であるためか、私が研究室に来たl時も特に迫利！惑もなく研究室に馴

染むことができ、ランチを一緒に食べる仲間や日々使っている計t｝：機のよ

り良い使い方について相談しあう仲間がすぐにできました。

日本の大学との大きな逃し、として、博士課程の学生やポスドクといった

頼れる人が研究室内に多いという点が印象的でした。そのため、日常で

の些細な会話においてもとても参考になるな見が政え、自然と研究が進

むということが良くありました。例えば、たまたま｜燐に座っていたドイツ人の

ピーターと話していたときのことです。ふとしたタイミンクaで研究の話題にな

り、自分の研究について説明することになりました。しばらく概要を請してみ

ると、とても興味深く話をllHいてくださっていたようだつたので、具体的な研

究手法について話が進み、更には使っているパラメータまてタ1になるとの

苓1で参考にしている論文をその場で紹介してみるまでに歪りました。その

｜侍のことですが、しばらく彼はそのパラメータの一覧を眺めた後に、なんと

論文中で直接触れられていないパラメータの出l=Iを言い当て、次の！瞬間

には紛れ込んでいたパラメータの間違いを発見してしまったのです。具体

的には論文内の数仙のIと7がおそらく打ち｜則違えられているとし、うもので

した。あまりにその様子が超人的に思えたので、後に教授にその話をして

みたところ、ピーター自身、以前に同様のパラメータの問述いで苦労してい

たとのことでした。経験を持った人が研究室内にいるとし、うことのありがた

みを感じる大変良い機会となりました。また、週l回のペースで聞かれるラ

ンチミーテイングも非祁”lこ良い試みに思えました。このミーテイングでは各人

が普段研究に使っているツールや手法の紹介を行うとし、う趣旨で｜羽かれ

ていて、研究そのものとは別に研究をより良く進めるにはどうすればよいか

議論する良い機会となっていました。ミーティング後、よりi栄い議論が起こ

ることもしばしばで大変有立義でした。

そのイ也、学内では昔Ji繁にカンフ7レンス主宇のイベントカ｛手J：ヨ，i

－ 
かれていることも魅カ的でした。学内のInfinitecor喝ridorという波りj郎下

をjミいているとそういつたJ司示があるため興｜床のある内容であれば附tji 

に参力[Iで、きます。｛史の場合、以前から興味があったJuliaという言語の

Conferenceが滞在期間中Jjfjかれるとのチラシがlli'iつであったので、参加

してみることにしました。今後MITに行かれる方はそういった学内のイベ

ントにも日を向けてみると何か而l三Iし、発見があるかもしれません。

以後になりましたが、昨年の10月頃から共同研究を始め、Superglobal 

university構想やジョン万プログラム等々の文般により留学することが1:11

米ました。このような素lli'iらしい経験を得る機会を与えてくださったMf究

室、同｜祭学生交流謀、関係者の方々 へj濃く感謝いたします。
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JSPS「リスク評価に基づくアジア型統合的流域管理の

ための研究教育拠点」第10回Steering委員会を開催

しました。（2016年1月26日）

本学工学研究科を日本側拠点機関マラヤ大学をマレーシア似IJ拠点

機関として実施している日本学術振興会アジア研究教育拠点事業の

一環として守徳島大学常三嶋キャンパスにて第10回Steering委員会を

開fll1しました。

日本側は，コーディネーターで、ある工学研究科・清水芳久教授、他9名

の教職員が出席しマレーシア似IJはコーディネーターであるマラヤ大学

のNikSulaiman教授、他7名の教職員が出席し、計18名での会議とな

りました。

今回は本事業の集大成として，各グループ（水文．水質．環境リスク．

ガパナンス）より研究成果報告の取りまとめについて進捗状況の説明が

ありました。加えて本事業終了後，将来的にどのように共同研究を展開

していくかについても活発な議論が交わされました。

更に一行は「石井河川l防災ステーション三flll広場jを訪れ．吉野川の

整備について説明を受けました。マレーシアは2014年12月に大洪水によ

りl品大な被害を受けたため．治水に対する関心が高まっています。本卒

業の参加研究者の一人である山本准教授（徳島大学）からも補足説明

を受けながら、マレーシア側参加者は熱心に説明に聞き入っていました。

本事業は今年度で終了となりますが，マレーシアと工学研究科の学

術交流は昭和59年より継続しており．マレーシア主要大学との聞には強

力な人的ネットワークが構築されています。

今後もこのネットワークを十分に生かし．本研究科の国際交流を推進

していくことが期待されています。

国際交流日誌 （平成27年12月1日～平成28年3月31日）

12月4日（金） スイス・サンガレン大学GeorginaFroelichsthalさんによるサンガレンシンポジウム説明会の開催

（於．京都大学経キャンパス）

1月26日（火） JSPSアジア研究教育拠点事業 第10回ステアリング委員会開催

（於：徳島市徳島大学）

3月24日（木） 国立パリ建築大学 ラ・ヴイレット校との部局間学術交流協定及び学生交流協定締結

3月31日（木） 東南大学（中国）との部局！HJ学術交流協定及び学生交流協定締結

The Committee for International Academic Exchange, Graduate School of Engineering, l(yoto University, I(yoto 615-8530, Japan 

Phone 075-383-2050 / FAX 075-383-2038 

615・8530 京都市西京区京都大学経 京都大学工学研究科国際交流委員会
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